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 会 議 録 

会議名 平成 27年度第 1回八王子市博物館協議会 

開催日時 平成 27年 5月 26日(火)午後 6時 30分～8時 30分 

開催場所 八王子市こども科学館集会室 

出

席

者 

委員 

小野一之、大村のり子、佐藤栄子、佐藤一、田野倉宏和、藤岡換太郎、

本田怜子、 田幸子、 （50音順） 

事務局 

牛山清志こども科学館長、中正由紀郷土資料館長（文化財課長）、森融こ

ども科学館専門幹兼主査、尾崎光二郷土資料館担当主査、中村善行郷土

資料館担当主査 

欠席者 柿﨑博孝、山中幸生 

議 題 

協議事項  

１．平成 26年度八王子市こども科学館及び八王子市郷土資料館事業実施

状況と施設評価について 

２．その他 

公開・非公開の

別 

公開 

傍聴人の数 なし 

配付資料名 会議次第 

平成 26年度 こども科学館事業実施状況 

平成 26年度 施設評価報告 こども科学館 

平成 26年度 郷土資料館事業実施状況 

平成 26年度 施設評価報告 郷土資料館 
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会議の内容 

 （要旨） 

八王子市こども科学館・八王子市郷土資料館の事業実施状況と施設

評価について森こども科学館専門幹兼主査、中村郷土資料館主査から

説明。 

 

― 質疑応答 ― 

佐藤一委員 郷土資料館の教育支援実施状況の出前講座についてですが

ここで大事なのはどの講座に何人の方が参加されたことです

から時系列に表示するのではなく講座毎にまとめて表示する

べきですし、「講座内容」ではなく「講座名」という表示に統

一すべきだと思います。また、両館に共通していえることで

すが、自己評価の採点について採点基準を明確にすべきです。

例えば評価 5 であれば何人以上とか評価 4 であれば何人以上

～何人未満というような段階を決めておけば評価も容易にな

ります。そうでないと担当者の個人的感情に左右されて正確

な評価ができません。みなさんが納得できるような評価をし

てほしいと思います。 

こども科学館の施設評価の中にある本評価とは何を意味しま

すか。 

森専門幹兼主査 今回お示しした評価のことです。 

佐藤一委員 もっと何か分かりやすい表現を使用していただきたいと思

います。また、「イベント等開催日数・参加者数」の中で夏休

みの「ジャグリングを見よう 789 人皆減」とありますが先ほ

どの説明ですと実施しなかったとのことですからそのことを

明記すべきです。項目 5 の財源確保についての説明欄に大

人・こども両方とも入館者増の記載がありますが、実際には

減少していると報告されていることと矛盾します。説明と符

合するような表現を用いてほしいと思います。さらに、職場

体験に関して参加人数を記載されていますが、ここでは人数

よりも受け入れた学校数が大事ではないでしょうか。人数で

は年によって学校の事情で変わる可能性があります。学校数

を表記することで職場体験の実施傾向を掴むことができると

思いますので検討をお願いします。 

小野会長  評価の基準については両館とも異なると思いますので、

各々設定していただく、職場体験については参加人数ではな

く参加件数重視ということで検討していただければと思いま

す。評価につきまして他に何かありませんか。 
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 ないようであれば私からですが、評価を数字的なもので見て

一喜一憂しても意味がありません。数字で表れないところを

補完していく必要もありますし、評価は経緯が大事です。市

民参加や市民協働、継続性の有無、施設の使命に合致してい

るかどうかということも評価に加えていただきたいと思いま

す。 

大村委員 こども科学館の施設評価「組織・運営」に危機管理・防災体

制の記載がありその説明の中で消防訓練を実施したとありま

すが、当日の来館者は参加していますか。 

牛山館長 参加しておりません。 

大村委員 来館者も含めて実施した方がいいと思います。小・中学校で

は月 1 回のペースで実施していますし、不特定多数の方が来

館される施設なので実施したほうがいいと思いますが。 

佐藤栄委員 先日こども科学館のプラネタリウムを見学させていただき

ました。確かに来館者も含めて実施した方がいいと思います

が、会場では文字や音声などを使って避難方法についてでき

うるかぎりの説明が行われていました。お年寄りの来館者が

いらしたりすると実施は困難な気がします。 

小野会長 実際来館者を交えて訓練を実施することは難しいです。消防

署もそこまでは求めていません。小・中学校で実施している

のは日常を過ごしている生徒が緊急時に備えて行なうもので

すから意味があります。 

牛山館長 有料施設で行なうのは難しいです。 

尾崎主査 もし実施するとしたら学校見学の時ですね。事前に教員と打

ち合わせをして生徒には内緒で行なう。そういう形でないと

一般の来館者に参加を求めることはできないと思います。 

大村委員 来館者でなくてもボランティアの方ですとか実際そうなった

場合に備えて何らかの訓練が必要ではないでしょうか。 

牛山館長 来館者の方も加わった方がよりよい訓練ができますね。実際

プラネタリウムから避難した方がいいと思いつつもまだ実施

には至っておりません。 

森専門幹兼主査 オリンパスホールでは「避難訓練付きコンサート」を

開催しています。 

藤岡委員 訓練は入館者を交えて実施した方がいいと思います。実際最

近も地震が頻繁に起こっていますからいつ起きてもおかしく

ない状況です。 
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 田野倉副会長 訓練は職員が緊急時に来館者を速やかに誘導する演習が

できればいいのではないかと思います。そうなると実際に来

館者がいる状況で行なう方がいいと思います。その際、一般

の来館者に参加していただくのは難しいと思いますので小学

校の団体見学の際に実施した方がいいと思います。先生には

事前に知らせておき、見学の終わりくらいに実施するのがい

いと思います。自分の経験からすると訓練を実施すると予め

生徒には伝えておきますがいつ行なうかについては伏せてお

くので生徒が落ち着かないということはあるのですが、公立

小学校に協力してもらうことができればとても参考になると

思います。 

藤岡委員 大学でも同じように訓練を実施しているところがあります。     

こちらは事前に教官に実施日時を伝えておくのですが、学生

には伝えません。実際に災害が起こったと勘違いする学生も

いますが、訓練なのでそういう形で実施してもいいのではな

いかと思います。 

次にこども科学館の施設評価 11 その他ですがサイエンスド

ームの施設名称に対して決定的にサイエンス分野が少ない現

状です。そこでお聞きしたいのですがこども科学館でサイエ

ンスの企画を出来る方は何人ぐらいいるのですか。 

牛山館長 1人です。 

藤岡委員 こども科学館ではサイエンスをやらなければいけないと思い

ます。他の大学に対して会場や講師について頼りにするのは

館として情けないし自分達が主体となって企画したり何か考

えてやっていかないといけないのではないでしょうか。そう

した中で昨年講演会に参加させていただいたりもしましたが

残念ながら終わってしまったので博物館協議会の一員として

何か考えていかなければならないと考えています。 

「シャボン玉で遊ぼう」というイベントで参加人数を増やし

たとしても長い目で見るとそれはサイエンスを教育している

ことにならない気がしています。 

      一方で郷土資料館は展示を主体的に行なっています。来館

者数が適当かどうかは分かりませんが、まず時代にタイムリ

ーなことや関心が高いと思われるテーマを取り上げることだ

と思います。そうであれば事業評価において過去 3 年の平均

値を目標値にするのではなく、何か別の目標値を作ってもよ 
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      いのではないかと思います。両館とも市制 100 周年に向けた

事業を企画していく方がいいと思います。今の傾向でいくと

来年は郷土資料館の入館者数は 20,000 人を下回ると考えら

れるので年度当初にそういったことを念頭に置いた事業の企

画を検討する必要があります。  

小野会長 郷土資料館は隣接の消防署建設工事も終了したので、入館者

数が増える可能性もあります。 

牛山館長 郷土資料館のイベントについては新聞に取り上げられること

が多いと思います。 

小野会長 広報活動は積極的にされているということですね。公平に見

ても府中郷土の森博物館より取り上げられる回数は多いと感

じます。 

本田委員 先ほど藤岡委員から時代にタイムリーなことを取り上げた方

がよいというお話が出ましたが、まさに今年は戦後 70年にあ

たります。郷土資料館ではこれに関連した事業を考えている

のかお聞きしたいです。 

尾崎主査 おっしゃるとおり今年は戦後 70 年をテーマにした特別展を

実施する予定です。内容としましては 1 階の展示室全てを使

いまして豊富な資料・写真を展示します。開催に合わせて発

行します展示図録の内容も通常の図録よりボリュームのある

ものにしたいと考えています。7 月開催に向けて担当の学芸

員も懸命に取り組んでいるところです。 

本田委員 夏休みの時期は子どもさんが歴史に多く触れることができる

よい機会だと思いますが、郷土資料館の体験学習・講座につ

いては「火おこしと土器づくり」と「まゆ人形作り」の 2 回

のみでしょうか。 

尾崎主査 他にも夏休みの時期につきましては八王子空襲を中心に展示

を行なっていまして、その中で本館のガイドボランティアに

も協力してもらって講座を実施したり、通常は展示ケース内

で展示している戦争関係の資料を直接触れていただけるよう

な展示を行ない、体験学習の機会を提供しております。この

時期は博物館実習を実施し学生の受け入れも行なっています

が、本館の学芸員がこれに対応しておりますので体験学習・

講座の回数を増やすことについては今後の検討課題です。 

本田委員 施設評価7の教育事業普及で講座参加人数の目標が67人とな

っていますが実際 143人の方が参加されているということは 
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 郷土資料館での体験学習・講座についてニーズがあると考え

られます。夏休み中に郷土資料館に来館して参加したいと思

われている市民の方の希望に応えられるようにもう少し実施

回数を増やしてもらいたいと思います。 

佐藤栄委員 先日郷土資料館で行われた紙芝居実演会に初めて参加しま

した。対象者は子どもだと思っていたのですが、参加者が全

員大人だったので驚きました。その中でボランティアの方が

役割分担して熱心に実演されているのを見て大変感動しまし

た。八王子のことを知らない人が集まってくるためにはもっ

と短くて印象的なキャッチフレーズやキャッチコピーのよう

なものを作って広報した方がよいのではないかと感じまし

た。そうすることで中核市にもなり今後発展していく過程で

市民の郷土への愛着が生まれてくると思います。 

大村委員 現在こども科学館では常設で来館者向けのアンケートを実施

していると思います。その中にはこども科学館に対してのい

ろいろな回答が寄せられていると思いますが内容について披

露していただけませんか。 

牛山館長 アンケートというのは市民満足度調査です。常設ではなく一

定の時期に実施しています。今回は調査結果について用意し

ていなかったので次回に報告させていただきます。 

     市民の方々からお答えいただいている意見の主な内容としま

しては展示物が古いので新しいものにしてほしい、展示物が

壊れたままのものがあるから早く修理してほしい、プラネタ

リウムがよかった等のご意見をいただいています。 

大村委員 アンケートは常時行った方がいいと思いますがどうですか。 

牛山館長 アンケート（市民満足度調査）については例年共通の項目で

同じ時期に実施しているのでデータの比較が容易とういうこ

ともあり、現在の方法で 2～3ヶ月の間行なっています。 

本田委員 郷土資料館で行われているアンケートの結果も教えていただ

きたいです。 

中村主査 アンケートでいただている意見としましては建物の老朽化に

ついてご指摘いただいたり、展示内容について褒めていただ

いたりと様々な意見をいただいています。次回の会議でアン

ケートについて改善点も含めて資料を提出させていただきま

す。 

吉田委員 郷土資料館の施設評価で今年分かりやすい説明と丁寧な接客 
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 を心がけたというのが大きな要素だと思います。郷土資料館

では宇津木向原発掘 50 周年など八王子の郷土にこだわった

展示をしています。幕末の八王子というのも八王子と西洋諸

国との接触に焦点を絞っていていいと思います。一方で講

座・体験学習の事業というのは受け入れる側からすると物理

的にも参加人数が限られてしまうので、従来の体験型に加え

て参観型の募集というものも検討してみてはどうでしょう

か。子どもたちが火おこし体験に参加し、その様子を地域の

大人たちが参観するという形もいいと思います。今年は戦後

70年にあたるということですから八王子の郷土の視点から取

り上げてほしいと思います。 

こども科学館でも戦争について取り上げたものをプラネタ

リウムを使って実施してほしいですし、郷土資料館と共同で

事業を進めるというのもいいと思います。 

また、もうひとつこども科学館長になりたい子どもを募集

して 1 日館長になってもらい、子どもの目線からのイベント

を考えてもらうという企画はどうでしょうか。八王子にこだ

わったイベントを実施し、取り組む姿勢が変わってきたこと

をアピールできるような企画を要望したいと思います。 

小野会長 ただ今吉田委員からのユニークな提案につきましてご検討く

ださい。 

大村委員 こども科学館では総合学習ということで中学生の受け入れを

行なっているようですが、参加した中学生からの感想文は届

いていますか。もし差支えないようであれば披露していただ

きたいと思います。 

森専門幹兼主査 はい。今回は資料の準備をしておりませんので次回の

会議で紹介できるようにします。 

田野倉副会長 こども科学館に質問します。中野市民センターにこども

科学館のイベントチラシを置いてもらえないでしょうか。そ

の理由は市民センターを利用している高齢者のみなさんには

お孫さんなどご家族がいらっしゃると思いますので幅広い宣

伝効果が期待できるからです。他にも川口町や子安町にある

市民センターやいちょうホールなどにもチラシを置いてみて

はどうかと思いました。チラシは他にもさまざまな種類のも

のが置かれていますからなるべく目立つようなものを作った

方がいいと思います。 
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 小野会長  今回の郷土資料館の施設評価についていわせていただく

と、展示について内容的評価を行なっていますが、これは

担当者の評価にすぎないと感じました。担当者の意見・感

想を踏まえて資料館として総合的な評価をしないと自己満

足に終わってしまいます。評価についてはもう少し工夫し

てもらって、館内で職員同士が意見交換した上で今後の展

示に活かしていってもらいたいです。展示テーマの選択は

良いと思いますし、来館された方の満足度は 70～80％を超

えていますが、来館していない方々が今後来館するように

集客のレベルを引き上げる必要があると思いますので、ぜ

ひ取り組んでいってほしいと思います。 

      他に委員のみなさんからご意見等ないようでしたら、これ

で平成 26年度八王子市こども科学館・八王子市郷土資料館

の事業実施状況と施設評価について終了したいと思いま

す。引き続き（2）その他に移りたいと思います。みなさん

からありませんか。ないようでしたら事務局からお願いし

ます。 

尾崎主査  先ほど皆さんに八王子市郷土資料館基本構想（案）の資料

を配布しております。いよいよ新郷土資料館建設に向けて

動き出したと思われた方もいると思います。この案は平成

13年 3月に八王子市郷土資料館運営協議会で作成したもの

です。平成 29 年に八王子市は市制 100 周年を迎えますが

この折りに所管課として新郷土資料館の基本構想について

発表できればと考えております。八王子市では 10年単位で

計画を作成しているのですが、毎年計画の見直しを図って

おりまして文化財課としては平成 28～29年度に基本構想、

基本計画を作って発表できるのが望ましいと思っておりま

す。現段階では計画の見直しについて市役所内で調整して

いるところです。今後どうなるかは分かりませんが基本構

想の土台となるものを博物館協議会でご意見をいただいて

作りたいと考えております。今みなさんのお手元にある資

料は平成 13 年当時新郷土資料館建設実現に向けて動いて

いた時期に提出されたものです。市民の方からも直接ご意

見をいただきそれを反映したものなので、これを現在の状

況に応じて修正を加え、平成 28年度に事業として認められ

た際の基本資料としたいと考えております。 
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 平成 28 年度からの予算化が決まってから基本構想について

検討するのでは時期的に遅くなってしまいますので今から準

備しておかなくてはなりません。つきましては委員のみなさ

んにご意見をいただきたいということで提案させていただき

ました 

小野会長 お話はよくわかりました。それではまずお手元の資料に目を

通していただいて現在の状況に合ったご意見をいただくとい

うことですね。ご質問等ある方はいらっしゃいますか。 

佐藤一委員 当時答申されたものというのはあるのでしょうか。また、

インターネット等で検索して確認できるのでしょうか。 

尾崎主査 答申は今回みなさんにお渡した資料とほとんど同じ内容で

す。答申が提出された後に最終的に構想としてまとめる前の

ものと考えていただければと思います。インターネットで検

索すれば確認できる可能性はありますが、答申以来 14年が経

過していますので、現在は八王子市の HP 等では公開してお

りません。 

佐藤一委員 この質問をした理由は私が委員に就任してからまだ日が浅

いのでこうした答申が出されることになった経緯、前後関係

を知っておきたいと思ったからです。こうしたことを把握し

た上でこの資料を読まないと意見をまとめるにも時間がかか

ってしまうと考えました。 

森専門幹兼主査 この答申が提出された背景についてですが当時の市の

方針に沿って新郷土資料館を建設するということで具体的に

検討が進められていました。しかしその後、市内にある様々

な公共施設について見直しを図ることになり、社会的状況か

ら建設計画を一旦見送る運びとなりました。 

佐藤一委員 答申を読んでみて分からない点を質問するようにした方が

よろしいでしょうか。 

尾崎主査 こういったものを入れた方がいいとか、または全く異なるご

意見をいただいても構いません。今回何も資料がない中でご

意見をいただくのは難しいと判断しましたことと、以前いた

だいた答申を活かしたいという意味もあり配布した次第で

す。 

藤岡委員 では今回は全く別の意見を出してもいいのですか。 

尾崎主査 はい。そのとおりです。 

小野会長 では、その他の事項について他にありますか。 
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 牛山館長 前回の会議でこども科学館のリニューアルにつきましてご報

告させていただきましたが、予算的にも今年度実施設計まで

認められましたので、平成 29年度にリニューアルオープンを

目指して動き出すことになります。内容としましては施設の

大改修で主に空調設備関係、雨漏りの修繕等を行なっていく

ことと、念願だった展示物の更新についてあわせて行なって

いくようになります。また基本計画についてまとまりました

ので、次回の会議の際に報告させていただきますので、みな

さんからご意見をいただきたいと思います。それから、平成

29 年度の本格的な改修の前に、今年 12 月から和式トイレを

洋式トイレに変更する工事と館内のカーペットの張り替え工

事の予算を認められましたので、12月に 1ヶ月ほど休館して

実施する予定でおります。さらに企画展についての予算も認

められましたので、宇宙をテーマにした企画展を冬頃に実施

したいと考えています。展示計画につきましては次回の会議

で発表したいと思っております。 

小野会長 では他にないようでしたら平成27年度第1回八王子市博物館

協議会を終了いたします。どうも有難うございました。  

 


